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1. 平成29年3月期第1四半期の業績（平成28年4月1日～平成28年6月30日）

(2) 財政状態

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第1四半期 2,159 2.4 124 △18.8 139 △17.5 92 △17.4
28年3月期第1四半期 2,108 26.8 153 282.4 169 205.0 111 210.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第1四半期 7.71 ―
28年3月期第1四半期 9.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第1四半期 12,366 9,120 73.7 764.01
28年3月期 12,700 9,226 72.6 772.91
（参考）自己資本 29年3月期第1四半期 9,120百万円 28年3月期 9,226百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00
29年3月期 ―
29年3月期（予想） 6.00 ― 6.00 12.00

3. 平成29年 3月期の業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,500 6.0 320 △1.6 330 △2.8 210 △2.4 17.59
通期 9,100 6.1 630 5.9 650 2.6 420 1.8 35.19



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期1Q 12,135,695 株 28年3月期 12,135,695 株
② 期末自己株式数 29年3月期1Q 198,871 株 28年3月期 198,807 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期1Q 11,936,867 株 28年3月期1Q 11,937,009 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財
務諸表に対する手続は終了しておりません、

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、消費が伸び悩み、景気は停滞感が強い状況にあり、足踏み状態に

ある中、６月下旬の英国のＥＵ離脱決定の影響により円高・株安で第１四半期を終えました。

このような状況の中、主力セラミックス事業は主要客先の電子部品業界を中心とし比較的安定した受注・販売状

況にありましたが、売上高は前年同期比0.1％減少の2,175千円の減収となりました。一方のエンジニアリング事業

は、期初４月の好調な販売もあり前年同期比11.5％増加の53,758千円増収となりました。結果当第１四半期の売上

高合計は前年同期比2.4％増加の51,582千円の増収となりました。

しかしながら利益面におきましては、上記エンジニアリングの貢献により増収ではあったものの、昨今の経済情

勢の中利益面でセラミックス事業の減益を補うまでには至らず、営業利益は前年同期比18.8％減少の28,892千円減

益、経常利益も前年同期比17.5％減少の29,603千円減益となり、さらに四半期純利益も前年同期比17.4％減少の

19,363千円減益と不本意な結果となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産は、流動資産でセラミック事業における仕掛品が94,333千円減少したことにより、前期末比1.5％の109,285

千円減少となりました。また、固定資産も投資有価証券の減少164,306千円に伴い前期末比4.3％の224,710千円減少

となりました。

負債は、流動負債で賞与引当金の取崩し等により前期末比9.3％の288,050千円減少いたしました。固定負債は長

期借入金の93,484千円増加に伴い、前期末比15.5％の60,319千円増加となりました。

純資産につきましては、繰越利益剰余金の増加があったものの、保有有価証券の株価下落に伴う評価差額金の減

少により、前期末比1.2％の106,263千円の減少となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、現時点において平成28年５月６日付「平成28年３月期決算短信[日本基準]（非連

結）」にて公表いたしました内容から変更はありません。

（注）本資料に記載している業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確

実な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日）を当第

１四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,810,123 1,815,040

受取手形及び売掛金 3,096,243 3,119,892

有価証券 431,846 431,468

商品及び製品 605,523 618,627

仕掛品 1,153,084 1,058,751

原材料及び貯蔵品 304,817 307,836

その他 126,724 71,462

貸倒引当金 △600 △4,600

流動資産合計 7,527,763 7,418,478

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,464,646 1,444,470

機械及び装置（純額） 1,004,897 955,500

その他（純額） 681,055 703,727

有形固定資産合計 3,150,599 3,103,698

無形固定資産 72,893 63,241

投資その他の資産

投資有価証券 1,849,036 1,684,729

その他 99,692 95,843

投資その他の資産合計 1,948,729 1,780,573

固定資産合計 5,172,222 4,947,512

資産合計 12,699,986 12,365,991

負債の部

流動負債

電子記録債務 551,670 412,592

買掛金 1,071,015 1,095,773

短期借入金 400,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 184,008 232,000

未払金 475,338 446,995

賞与引当金 201,000 100,500

役員賞与引当金 19,888 4,972

その他 182,979 105,013

流動負債合計 3,085,898 2,797,847

固定負債

長期借入金 106,548 200,032

役員退職慰労引当金 142,408 136,983

資産除去債務 39,347 39,515

その他 99,613 71,706

固定負債合計 387,917 448,236

負債合計 3,473,816 3,246,084
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,320,740 1,320,740

資本剰余金 1,225,438 1,225,438

利益剰余金 6,597,189 6,605,692

自己株式 △86,475 △86,498

株主資本合計 9,056,893 9,065,373

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 169,276 54,533

評価・換算差額等合計 169,276 54,533

純資産合計 9,226,170 9,119,906

負債純資産合計 12,699,986 12,365,991
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 2,107,794 2,159,376

売上原価 1,644,271 1,703,414

売上総利益 463,522 455,962

販売費及び一般管理費 310,133 331,465

営業利益 153,389 124,496

営業外収益

受取利息 577 459

受取配当金 14,663 14,153

その他 3,128 4,641

営業外収益合計 18,370 19,254

営業外費用

支払利息 2,169 2,051

コミットメントフィー 750 750

その他 14 1,728

営業外費用合計 2,934 4,529

経常利益 168,825 139,221

特別損失

固定資産廃棄損 851 529

特別損失合計 851 529

税引前四半期純利益 167,973 138,692

法人税、住民税及び事業税 19,000 9,000

法人税等調整額 37,549 37,631

法人税等合計 56,549 46,631

四半期純利益 111,424 92,061
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（貸借対照表関係）

偶発債務

当社は、2014年以前の開発初期段階に納入いたしましたＳＮＴ－０７ボールの一部に発生している品質上の

不具合について客先と補償又は費用負担に関する協議をいたしております。現時点で金額を合理的に見積もる

ことが困難であるため製品回収損失引当金については計上しておりません。なお、ＳＮＴ－０７ボールについ

ては現在も継続的に納入しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第1四半期累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス事業
エンジニアリング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,641,702 466,091 2,107,794 2,107,794

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 1,641,702 466,091 2,107,794 2,107,794

セグメント利益 152,725 664 153,389 153,389

　

当第1四半期累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年6月30日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス事業
エンジニアリング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,639,526 519,850 2,159,376 2,159,376

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 1,639,526 519,850 2,159,376 2,159,376

セグメント利益 122,889 1,607 124,496 124,496
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